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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第69期
第３四半期
連結累計期間

第70期
第３四半期
連結累計期間

第69期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 5,410,215 5,909,938 7,230,187

経常利益 (千円) 417,148 420,131 507,264

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(千円) 308,526 305,668 392,521

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 319,773 360,340 424,180

純資産額 (千円) 2,754,743 3,153,738 2,858,434

総資産額 (千円) 10,067,886 10,657,662 9,512,882

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

(円) 242.80 240.66 308.93

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 27.4 29.6 30.0
 

 

回次
第69期
第３四半期
連結会計期間

第70期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額　 (円) 96.80 94.85
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．平成29年10月１日付けで普通株式10株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っております。第69期の期

首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定しております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国では製造業を中心として企業業績や個人消費の回復基調が

続き、欧州の主要国でも設備投資や個人消費は堅調に推移しました。中国では公共投資等の政策効果もあり景気は

持ち直しの動きが続きました。一方で、米国の政策やＥＵ離脱問題、北朝鮮をめぐる地政学的なリスクが続くな

ど、先行き不透明な状況が続いています。国内経済は、企業業績の改善傾向が続き、雇用情勢や所得環境が堅調で

あり景気は緩やかな回復基調で推移しております。

　このような状況の下、中核事業のひとつである医療機器事業は、主力のコンドームを取り巻く市場環境は依然厳

しい状況が続いております。もう一つの主力分野である精密機器事業は、製造関連企業を中心に顧客ニーズに対応

すべく、積極的な製品開発と提案営業を継続的に推進してきました。また、国内外の大型展示会に積極的に参加し

新規需要の掘り起こし、製品提案を積極的に展開しました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、59億９百万円と前年同四半期と比べ４億９千９百万円(9.2%)

の増加となりました。

　利益面につきましては、営業利益は４億８千８百万円と前年同四半期と比べ５千万円(11.6%)の増益となりまし

た。経常利益は４億２千万円と前年同四半期と比べ２百万円(0.7%)の増益となりました。親会社株主に帰属する四

半期純利益は３億５百万円と前年同四半期と比べ２百万円(△0.9%)の減益となりました。

　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。なお、セグメント損益は、営業利益又は営業損失に基づい

ております。

①　医療機器事業

　主力の国内コンドームは、国内の主要な販売チャネルとしての大型小売店、ドラッグストア、コンビニエンスス

トアを中心に販路開拓を展開しました。加えて継続的にＷｅｂ広告や販促企画を含めたネット販売の強化を推進し

ました。同時に、設備更新を柱に生産体制の整備に継続的に取り組み、安定的な海外オファーの確実な取り込みに

注力し、海外向け売上は安定的に推移しました。また、新素材コンドームＳＫＹＮに新商品を投入しラインナップ

の充実を図りました。売上高は伸長したものの国内市場での価格の２極化、新素材製品の市場シェア拡大の傾向が

続き厳しい展開が続きました。また、超音波診断装置等のプローブカバー(感染予防製品)、内視鏡用医療バルーン

を中心としたメディカル製品については、アレルギーフリー素材製品の認知度も向上し堅調に推移しました。

　この結果、売上高は、16億６千万円と前年同四半期と比べ４千５百万円(2.8%)の増加となりました。 

　セグメント損益は、増収効果や製造ラインの改造等による合理化効果もあったものの、改造途上での稼働率不安

定、減価償却費負担、不良在庫の処分等もあり、５千６百万円の損失（前年同四半期は３千２百万円の利益）とな

りました。

②　精密機器事業

　主力のショックアブソーバ及びロータリーダンパーは、景気の回復に伴い国内市場は引き続き堅調に推移しまし

た。主要な市場として位置付け開拓深耕を続けている住宅設備関連、自動車関連、液晶・半導体等の一般産業用設

備、家電の各分野では引き続き受注は好調に推移し、維持することができました。また、海外市場では一部ユー

ザーの在庫・生産調整等の厳しい状況が続き売上は伸び悩みました。利益面については、増産増収効果に加え、増

設をしてきた自動化ラインが生産効率化に大きく寄与したことにより、コスト低減が実現し利益は拡大しました。

堅調な受注と製造コストの削減により、売上高・セグメント利益ともに前年を上回りました。
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　この結果、売上高は、37億６千２百万円と前年同四半期と比べ４億４千５百万円(13.4%)の増加となりました。

　セグメント利益は、８億２千５百万円と前年同四半期と比べ１億５千７百万円(23.6%)の増益となりました。

③　ＳＰ事業

　主力のゴム風船が主体となる広告・販促用品市場は景気が回復基調にある中、広告販促活動やイベント等の回復

基調が継続しました。新企画商品も寄与し受注は安定的に推移し、減益ながら黒字基調を維持することができまし

た。

　この結果、売上高は、３億９千５百万円と前年同四半期と比べ２百万円(0.7%)の増加となりました。

　セグメント利益は、１千８百万円と前年同四半期と比べ３百万円(△16.2％)の減益となりました。

④　その他

　売上高は、９千１百万円と前年同四半期と比べ６百万円(7.6%)の増加となりました。

　セグメント利益は、１千４百万円と前年同四半期と比べ０百万円(△1.4％)の減益となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間の総資産は、106億５千７百万円となり、前連結会計年度末と比べ11億４千４百万円増

加しました。主な要因は、土地の６億６千８百万円、その他有形固定資産の２億４千１百万円、受取手形及び売掛

金の１億３百万円の増加などであります。

　負債総額は75億３百万円となり、前連結会計年度末と比べ８億４千９百万円増加しました。主な要因は、長期借

入金の５億８千５百万円、電子記録債務の１億９千２百万円、短期借入金の１億２千４百万円の増加などでありま

す。

　純資産総額は31億５千３百万円となり、前連結会計年度末と比べ２億９千５百万円増加しました。主な要因は、

親会社株主に帰属する四半期純利益の３億５百万円の計上などによるものであります。この結果、自己資本比率は

29.6％となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、１億９千７百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 3,000,000

計 3,000,000
 

（注）平成29年６月28日開催の第69回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で当社普通株式10株を１株とす

る株式併合に伴う定款変更が行われ、発行可能株式総数は27,000,000株減少し、3,000,000株となっておりま

す。

 
② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年２月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,286,199 1,286,199
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード)

単元株式数は100株であ
ります。

計 1,286,199 1,286,199 ― ―
 

(注) １．平成29年６月28日開催の第69回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で当社普通株式10株を１株に

併合いたしました。これにより、発行済株式総数は11,575,793株減少し、1,286,199株となっております。

２．平成29年６月28日開催の第69回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で単元株式数を1,000株から

100株に変更しております。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 (千円)

資本金残高
 (千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年10月１日(注) △11,575,793 1,286,199 ― 643,099 ― 248,362
 

(注) 株式併合（10：１）によるものであります。

 
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―
普通株式 162,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

12,469,000
12,469 ―

単元未満株式
普通株式

230,992
― ―

発行済株式総数 12,861,992 ― ―

総株主の議決権 ― 12,469 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権２個)含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が125株含まれております。

３　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成29年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

４．平成29年６月28日開催の第69回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で当社普通株式10株を１株に

併合いたしました。これにより、発行済株式総数は11,575,793株減少し、1,286,199株となっております。

５．平成29年６月28日開催の第69回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で単元株式数を1,000株から

100株に変更しております。

 

② 【自己株式等】

平成29年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
不二ラテックス株式会社

東京都千代田区神田錦町
３－19－１

162,000 ― 162,000 1.26

計 ― 162,000 ― 162,000 1.26
 

(注) 平成29年６月28日開催の第69回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で当社普通株式10株を１株に併合

いたしました。これにより、平成29年12月31日現在の当社保有の自己株式数は16,374株となっております。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,604,842 1,613,600

  受取手形及び売掛金 2,018,183 ※1  2,121,400

  電子記録債権 106,120 ※1  116,111

  商品及び製品 349,438 406,503

  仕掛品 645,236 696,442

  原材料及び貯蔵品 628,653 718,122

  その他 194,691 80,342

  貸倒引当金 △1,067 △84

  流動資産合計 5,546,097 5,752,437

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,377,620 1,387,987

   土地 1,179,632 1,848,498

   その他（純額） 921,653 1,162,891

   有形固定資産合計 3,478,906 4,399,377

  無形固定資産 100,352 81,474

  投資その他の資産   

   その他 387,555 423,719

   貸倒引当金 △5,271 △2,366

   投資その他の資産合計 382,283 421,352

  固定資産合計 3,961,543 4,902,205

 繰延資産 5,241 3,019

 資産合計 9,512,882 10,657,662

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 373,479 306,606

  電子記録債務 844,045 ※1  1,036,888

  短期借入金 1,308,000 1,432,000

  1年内償還予定の社債 420,000 410,000

  1年内返済予定の長期借入金 426,660 483,660

  未払法人税等 27,129 46,151

  賞与引当金 123,834 47,772

  その他の引当金 - 2,749

  その他 642,785 673,276

  流動負債合計 4,165,935 4,439,104

 固定負債   

  社債 200,000 200,000

  長期借入金 1,569,010 2,154,015

  退職給付に係る負債 220,061 192,181

  その他 499,441 518,622

  固定負債合計 2,488,512 3,064,818

 負債合計 6,654,447 7,503,923
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 643,099 643,099

  資本剰余金 248,362 248,362

  利益剰余金 1,663,894 1,906,047

  自己株式 △34,127 △35,649

  株主資本合計 2,521,229 2,761,860

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 86,902 133,109

  土地再評価差額金 278,760 278,760

  為替換算調整勘定 9,036 10,141

  退職給付に係る調整累計額 △37,493 △30,132

  その他の包括利益累計額合計 337,205 391,877

 純資産合計 2,858,434 3,153,738

負債純資産合計 9,512,882 10,657,662
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 5,410,215 5,909,938

売上原価 3,972,454 4,410,171

売上総利益 1,437,761 1,499,767

販売費及び一般管理費 999,847 1,010,855

営業利益 437,913 488,911

営業外収益   

 受取利息 281 309

 受取配当金 4,970 4,933

 受取賃貸料 3,408 3,399

 為替差益 8,593 -

 その他 8,273 7,515

 営業外収益合計 25,527 16,158

営業外費用   

 支払利息 41,689 29,988

 賃貸費用 1,333 1,331

 シンジケートローン手数料 - 42,624

 為替差損 - 7,152

 その他 3,269 3,841

 営業外費用合計 46,292 84,938

経常利益 417,148 420,131

特別損失   

 固定資産除却損 393 224

 特別損失合計 393 224

税金等調整前四半期純利益 416,754 419,906

法人税、住民税及び事業税 50,743 79,019

法人税等調整額 57,484 35,218

法人税等合計 108,228 114,238

四半期純利益 308,526 305,668

親会社株主に帰属する四半期純利益 308,526 305,668
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 308,526 305,668

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 14,287 46,206

 為替換算調整勘定 △16,369 1,104

 退職給付に係る調整額 13,328 7,360

 その他の包括利益合計 11,247 54,672

四半期包括利益 319,773 360,340

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 319,773 360,340

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形を

満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

受取手形 　― 115,404千円

電子記録債権 　― 15,928 〃

電子記録債務 　― 261,621 〃
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

減価償却費 212,113千円 287,869千円
 

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月16日
取締役会

普通株式 63,535 5.00 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月15日
取締役会

普通株式 63,515 5.00 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

EDINET提出書類

不二ラテックス株式会社(E01109)

四半期報告書

12/16



 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：千円)

 
報告セグメント

その他
(注) １

合計
調整額
(注) ２

四半期連結
損益計算書
計上額
　(注) ３

医療機器
事業

精密機器
事業

ＳＰ事業 計

売上高         

  外部顧客への
売上高

1,615,515 3,317,707 392,101 5,325,323 84,891 5,410,215 ― 5,410,215

  セグメント間
の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 1,615,515 3,317,707 392,101 5,325,323 84,891 5,410,215 ― 5,410,215

セグメント利益 32,419 667,920 21,578 721,919 14,219 736,138 △298,225 437,913
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食容器事業を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額△298,225千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社
費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：千円)

 
報告セグメント

その他
(注) １

合計
調整額
(注) ２

四半期連結
損益計算書
計上額
　(注) ３

医療機器
事業

精密機器
事業

ＳＰ事業 計

売上高         

  外部顧客への
売上高

1,660,617 3,762,969 395,020 5,818,606 91,331 5,909,938 ― 5,909,938

  セグメント間
の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 1,660,617 3,762,969 395,020 5,818,606 91,331 5,909,938 ― 5,909,938

セグメント利益
又は損失(△)

△56,455 825,595 18,088 787,228 14,025 801,253 △312,342 488,911
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食容器事業を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失(△)の調整額△312,342千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ
ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

  １株当たり四半期純利益金額  242円80銭 240円66銭

    (算定上の基礎)   

  親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 308,526 305,668

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

  普通株式に係る親会社株主に帰属する
  四半期純利益金額(千円)

308,526 305,668

   普通株式の期中平均株式数(株) 1,270,651 1,270,075
 

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　当社は、平成29年10月１日付けで普通株式10株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っております。前

連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しておりま

す。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

EDINET提出書類

不二ラテックス株式会社(E01109)

四半期報告書

15/16



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年２月９日

不二ラテックス株式会社

取 締 役 会　御中

 

仰星監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士　　山　　﨑　　清　　孝

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士　　竹　　村　　純　　也　　　

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている不二ラテックス

株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日か

ら平成29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、不二ラテックス株式会社及び連結子会社の平成29年12月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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